
 

 

 

瀬戸内オーシャンズⅩは 

摺鉢谷川・高松漁港エリアで第一弾の地域モデル事業を始めます！ 
 
 

海洋プラスチック問題の解決に向けて、瀬戸内オーシャンズⅩは、4 県（岡山県・広島県・香

川県・愛媛県）それぞれが抱える独自の課題を解決するため、その地域に適したユニーク又は先

進的な取組みを推進する地域モデル事業をスタートします！ 

モデル事業第一弾は、香川県高松市の「摺鉢谷川・高松漁港エリア」でのプラスチックごみ対

策です。 

 

第一弾 地域モデル事業（摺鉢谷川・高松漁港エリア）について 

 

○  高松市内を流れる摺鉢谷川は、典型的な都市河川として、かつては、流域周辺地域から

のごみの流入や不法投棄があり、また、高松市中央卸売市場や瀬戸内漁業協同組合がある

高松漁港も、港内に多くのごみが見られましたが、現在は、地域住民や高松市市場管理課

職員などの清掃活動により、環境は一定の改善が見られており、さらに、市場にある「う

みまち商店街」は観光スポットにもなっています。（別紙１） 

○  このエリアをきれいな状態に保ち、ごみを捨てにくい環境を維持するためには、こうし

た活動が持続するための体制整備が必要と考えています。 

○  今回の地域モデル事業は、これまでバラバラに行われていた清掃活動を、高松市、香川

大学、住民ボランティア団体などと連携することで、より効率的に行うとともに、さらな

る地域の活性化につながるような取組みを推進するものです。 

○  その事業内容を企画・検討、実施するため、本日（11/30）、地域の関係者から構成され

る「海洋プラスチック・ゼロ会議」を設置します。（別紙２） 

○ 各県独自のモデル事業を進める中で、浮かび上がった課題や成果は、他の 3 県とも共有

し、水平展開を図っていくこととしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本プロジェクトは日本財団の助成を受けて実施している事業です 

瀬戸内オーシャンズⅩについて 

瀬戸内地域における海洋プラスチックごみ問題の解決に向け、瀬戸内海中央部に位置する

4 県（岡山県・広島県・香川県・愛媛県）と日本財団が相互に連携・協力し、調査研究、企

業・地域の連携促進、啓発・教育・行動喚起、政策形成など総合的な対策を実施し、陸域・

海域における先進的な取組みを、瀬戸内モデルとして全国に発信していくことを目的とす

る、共同のプロジェクト。（別紙３） 
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• イベントの企画・運営
• 摺鉢谷川・高松漁協エリア地域一斉清掃
• 市場／漁協イベント

（市場の日やクーポン、スタンプラリー等）

• 教育（海洋プラスチック問題、循環社会）
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包括的海洋ごみ対策プロジェクト「瀬戸内オーシャンズ X」
課題

“瀬戸内モデル”として世界に発信

【目標】ごみの流入70％減、回収 10％以上増
５カ年・計15億円

海洋ごみ対策をスムーズに展開するため、日本財団と瀬戸内４県+αが連携

〇ごみは県や市町村を越えて移動する。誰がどのように回収するのか、役割分担が曖昧
〇各地域での海洋ごみ対策は地域・個々人の取り組みに終始
〇自治体・企業・研究者など分野横断の広域の取組みが不足

閉鎖性海域につき、対策に応じた成果を可視化しやすい
当事者意識を伴う対策が取りやすい
山・街・川・海の多様なフィールドと海底を網羅

2020.12.25 4県知事リモート参加で調印式

発生源を捉えた対策、地域の効果
的な対策を明らかにする調査

データに基づく対策を立案し、展開でき
る体制を整える

陸

海

空

陸域から河川への廃棄物流
出メカニズム、発生源調査

漂流ごみ数値シミュレーション
底引き網海底ごみ回収調査
海底ごみ観測

漂着ごみ状況診断システム
構築

【１】企業の海洋ごみ対策の実態把握
どのような連携ができるか検討、事業を形成

【２】瀬戸内プラスチックバリューチェーンモデル構築

企業間、企業と地域のハブ機能の形成
海洋ごみを削減するサプライチェーン構築
地域住民の行動変容を促す仕組みづくり

瀬戸内における

【３】海洋ごみ対策企業・団体支援プロジェクト
新しいアイディア・構想で社会に変革を起こす

地域実情に合わせ制度運用の進化を図る
実践ガイドライン作成など、対策を継
続的に実施できる仕組みを整える

【1】４県連動海ごみゼロアクション
海洋ごみ削減の機運を高める

【2】海洋環境デザイン教育
子供たちの能動的な教育の場

【3】シチズンサイエンス
問題の「自分ごと化」、データ蓄積

清掃キャンペーン、イベント、シン
ポ、CM・新聞・街頭ビジョンなど

＜推進協議会＞

事務局
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環境管理課内
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